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私の従来の収集対象は肉筆・木版の初日カバーでしたが最近は世界の凹版切手の収集

に軸足を動かしています。この凹版切手については，以前，「スラニア凹版切手」をご

紹介し，それに続けて日本の凹版切手を「手彫り切手以降」と「手彫り切手とその模写

品」の2回に分けてご紹介しました。そもそも世界最初の切手が凹版切手ですので，そ

こに触れないわけにはいかず，今回はその最初の凹版切手（ペニー・ブラックとペンス

・ブルー）を含むイギリスの「ビクトリア女王時代の凹版切手」を少し詳しくご紹介さ

せていただきます。同じ（ような）切手の羅列で退屈かもしれませんが，少しだけお付

き合いください。

■ イギリスにおける凹版切手発行状況

ローランド・ヒルの提唱した郵便料金収納証明印紙は，1840 年に「世界最初の切手
ペ二―ブ・ラックとペンス・ブルー」として出現，それ以降世界各国から膨大な数の切

手が発行されて現在に至っている。初期の切手は重厚な彫刻凹版（単に凹版）で発行さ

れるものが多かったが，イギリスでも近年では制作コストや簡便性からグラビアや平版

など他の印刷方法で印刷されるものが多くなり，時代別に見ると凹版切手の発行状況は

以下の通りで，

残念なことに凹版切手の割合は激減傾向にある。

（１）ビクトリア女王時代（1837.6.20～ 1901.1.22）：ペニー・ブラック等 2４種

（２）4KINGS時代（1901.1.22～ 1952.2.6）： 最初の記念切手を含め 18種

（３）エリザベス２世時代（1952.2.6～ 2022.9.8）：他の印刷形式併用を含め 60種

■ ビクトリア女王時代の凹版切手

ビクトリア女王時代に発行された切手は全て普通切手で，図柄はビクトリア女王の肖

像のみである。当時のイギリス通貨の最小単位はペニーで，12 ペンス（ペンスはペニ
ーの複数形）が１シリング，20 シリング（240 ペンス）が１ポンドであったため，１
ペニー切手の 240 面シートがちょうど１ポンドに相当することになる（1971 年に 100
ペンスが１ポンドに変更され，切手の額面も国内速達料金・普通料金に応じて1 st・2
nd と額面無表示に変わった）。表１に説明するように，同じ額面の切手は色・目打ちの
有無・透かしの種類・女王像の版の種類・コーナーレターの位置やそのフォントのタイ

プの違い等で区別され，スコットカタログでは全部で 24 種類に分類されている。これ
らを額面・色・目打ちの有無・コーナーレターの位置で大別した 10 種類を 図１に示

した。結論から言えば，これがビクトリア女王時代の凹版切手のすべてであるが，以下

では，原版の種類別（プレート別）や消印例，カバー等を含めて少し詳しくご紹介する。
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■ ペニー・ブラックとペニー・レッド（A1～A4）

まずはペニー・ブラック（A1）。これには全部で 12種類のプレート（pl.）がある（図
２）。切手の製版においては，女王の肖像部分は1枚から 240 面分を複製することが出
来るが，コーナーレターは 240 面それぞれに金型で手打ちしなければならない。この
ため新しいプレートを制作する毎に何らかの欠陥やバラエティーが生じやすい。このコ

ーナーレターのバラエティーとクロワパティの部分に生じやすい欠陥がプレートの判別

に使われている。

消印は殆どがマルタクロス印（1840.5~1844.4）で，消印の色は初期に使われた赤イン
クの消印が色落ちしやすいことから，1841.2から黒インクに変更された（pl. 8以降の
赤印や pl. 7以前の黒印は少ない）。
当然ながら黒色の切手に黒色の消印はわかりにくく，1841.2 に切手の刷色を黒から

赤に変更して発行されたのがペニー・レッド（A2）である。これには非常に多くのプ

レートがあるが，発行初期にはペニーブ・ラックのものが7種類流用されており，これ

をブラック・プレートという（図３）。したがってブラック・プレートには黒色と赤色

の切手が共存しているわけで，特に同じポジションのものはマッチド・ペアと呼ばれて

愛好家に人気がある。ペニー・レッドには更に pl. 12～ pl. 177のペニー・ブラックの
後継版プレートが存在する。プレートの判別には同じくクロワパティやコーナーレター

に見られる各種の欠陥（バラエティー）を利用する。そのようにして決定したプレート

の例を 図４に示した。正直なところプレートの判別は確認するのが精一杯，プレート

そのものをゼロから判別するのは初心者には難しい作業である。

マルタクロス印には一般的な General印と地域独特なDistinctive印とがある。その

幾つかをDistinctiveなKilmarnock印切手（鑑定書付き）と共に 図５に示した。また，

1843 年頃からロンドン中央局では全 12 種類（地域別？時間帯別？）の数字入りマル
タクロス印が使用され，1844 年以降には別の 2 種類の数字印（内国郵便と地区郵便）
に変わっていった。当日はこの 12種類のマルタ数字印や内国郵便数字印の 20種揃い，
およびロンドン以外のイングランド・ウェールズ・スコットランド・アイルランドなど

の数字印についてもご紹介する。ただ，マルタ印や数字印は所詮抹消印に過ぎないわけ

で，すべての郵便にはこれと並行して郵便データのわかる各種の証示印が押されている

（詳しくは文末の参考文献を参照されたい）。

その後，ペニー・レッドには目打ちが入り（A３），最終的には４コーナー（A４）

となる。A３と A４については，スペースの都合でここではその分類リストのみを 表

２に示した。A３には手彫りのコーナーレター（pl. 50, pl. 51）や保存プレート（R15
～ R17）の暫定使用等話題が多い。 またA４からはプレート番号が切手に刻印されて

プレートの判別が容易になった。当日はＡ４のプレート揃い（欠番の pl. 75, pl. 126, pl.
128 と超希少な pl. 77を除いた残りの pl. 71～ pl. 225の全 151種）や pl. 94を用い
た 240面シートの再構成例をご紹介する。



<642 - 3 >

■ ペンス・ブルー（B1～B4）

ペンス・ブルー（B1）は高額料金用にペニー・ブラックと同時に発行され，その後，

ペニー・ブラックの刷色変更に合わせて色は青のままでインクの種類が変更され，旧イ

ンクと区別するために下部に白線入りの図案に変更（B2）された（新インクは湿式凹

版の水分と反応して用紙を青くする）。これらにモそれぞれ 2種類のプレートがある（図
６）。高額面で使用数が少ないことからカタログ評価が高く，１ペニー切手に比べると

収集・分類は容易ではないが，青の刷色は極めて美しく魅力的な切手である。その後，

ペニー・レッドと同様にペンス・ブルーにも目打ちが入り（B３），チェックレターも

４コーナーとなる（B４）。このB3とB4については，スペースの都合で分類リストの

みを表２に示した。

■ その他の額面の切手（CとD）

スリーハーフ・ペンス（C）とハーフペニー（D）を 図７にまとめて示した。

共にプレート番号が刻印されているが，ハーフペニーは切手サイズが小さいためセンタ

ーの悪いものが多く，プレート番号が読み取りにくい。当日は苦労して集めたセンター

の良い全 15種類のプレート揃えをご紹介する。

■ 実逓カバー

スペースの都合で，カバー類についてはペニー・ブラックとペンス・ブルーのカバー

各1点だけを 図８に示した。当日は各切手について1～2種類ずつのカバーをご紹介する

予定である。

以上，ビクトリア女王時代の凹版切手をペニー・ブラックとペニー・レッドを中心に

概観したのですが，いわば240面全てが定常変種というわけで，私にとってはなかなか

ハードルが高かったのですが，この取集分野の面白さは垣間見ることが出来たような気

がしています。ここ数カ月の俄か勉強なので，不正確な部分が多いかと存じます。興味

を持たれた方は，通常のカタログ（スコット，ギボンズ，スタンペディア，JPS，等）

の他にも，以下に示すような文献を参考にされて更に正確な情報を入手されることをお

勧めします。

参考文献

・「郵趣研究（日本郵趣協会）」の以下の記事（タイトル・著者名等省略）：

2002-5（pp.22~25），2004-5（pp.22~25），2012-7（pp.6~7），
2015-2（pp.16~19），2015-3（pp.14~17）

・Collect BRITISH Postmarks (8th Edition)： Stanley Gibbons Limited (2011)

・GREAT BRITAIN Specialized Stamp Catalogue Vol.1 Queen Victoria ( 14th Edition):

Stanley Gibbons Limited (2006)
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図１．ビクトリア女王時代の凹版切手（＃はスコットカタログの番号）。
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図２．ペニー・ブラック（A1）の全 12種類のプレート。最後の pl. 11 は本来ペニー
・レッド用として準備されていたのを，黒色刷りで急遽 700 シートのみ印刷したもの
で極めて貴重。右下に pl.11 の切手を拡大して示している。
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図３．ペニー・レッド（A2）の登記用見本と全7種類のブラック・プレート。
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図４．ペニー・レッド（A2）の後継プレートの例（pl. 47～ pl. 107）。欠陥（Flaw），
二度刷り（Double letter）等のバラエティーを青字で記入し，一部を矢印で強調して

いる。
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図５．マルタクロス印には一般的な General印と地域独特なDistinctive印とがある。

左側にその幾つかの例を，また，pl.34の Double “D”バラエティを持つたKilmarnock

（キルマーノック）印の切手であることを証明する王立郵趣協会（RPS）鑑定書を右側

に示した。
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図６．ペンス・ブルー（B1・B2）の各2種類のプレート。右上に B1の pl. 2 の切手
を拡大して示している。
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図７．その他の額面の切手。スリーハーフ・ペンスとハーフ・ペニーの各 2 種類のプ
レートとプレート・ナンバーの刻印の位置。前者については見本も示している。
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図８．ペニー・ブラックとペンス・ブルーのカバー。
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表１．切手の図案とシート構成，分類の基準要素


